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管内の農業は、先人が開拓した広大な農地に国家的事
業による牧場建設や草地開発が行われ、冷涼な気候と豊
富な自給飼料を活かした国内最大の草地型酪農地帯と
なっています。
農業産出額1,107億円（R5年度）のうち酪農の割合が９

割を占めており、生乳生産量（R６年度）は約84万トンと
全国の約１割、全道の約２割を占めています。
１経営体当たりの耕地面積は、全道平均の約３倍の

84ha、飼養頭数は、156頭と大規模化が進んできています。

管内の生乳生産量は、畜産クラスター事業を活用した
規模拡大や農作業の外部化などの増産に向けた生産基盤
強化対策の実施により、令和３年度は約87万トンと過去
最大になりました。
しかし、新型コロナウイルス感染症の影響により生乳

需給が緩和し、４年度から２年間にわたり生産抑制に取
り組んだことに加え、５年度には猛暑の影響もあり減少
となりましたが、６年度以降は回復傾向にあります。

近年、不安定な国際情勢や円安の影響により配合飼料
など生産資材価格の高騰、気候変動に対応した飼料用作
物の生産、草地生産性低下への対応などが課題となって
います。
良質な自給飼料を確保していくため、農業農村整備事

業による計画的な草地の整備改良や、簡易的な草地更新
で圃場の植生改善を図るとともに、気候変動に対応した
牧草品種の普及・定着に向けた取組が進められています。

農家戸数は、農業者の高齢化や後継者不足などにより
減少傾向で推移していることから、新規参入者の受入れ
に向けて、就農フェアへの出展や学校訪問による就農相
談会の開催などに取り組んでいます。
また、労働力不足が深刻化する中、搾乳ロボットや餌

寄せロボットなどの省力化機械の導入や、ＴＭＲセン
ターやコントラクター、酪農ヘルパーなど営農支援組織
による労働負担軽減の取組が進められています。

管内には、チーズやアイスクリームなど特色ある乳製
品を生産する工房が増えていますが、製品価格の値上げ
による牛乳・乳製品の消費拡大が課題となっており、消
費者に酪農への理解を更に深めてもらう食育の取組を進
めています。
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最近のトピック

明治ホールディングス（株）は、西春別工場の老朽化に伴い、
根釧地区に新工場を建設することとし、令和６年４月、中標津
町計根別地区に投資額約480億円、生産能力43万トン規模
の新工場に着工し、令和９年3月から生産が開始される予定
となっています。

雪印メグミルク（株）は、なかしべつ工場でチーズ増産に向
けた設備投資を行うこととし、令和８年５月、投資額約460億
円、生乳処理能力30万トン規模の工事に着工し、令和10年
度上期から生産が開始される予定となっています。
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農業産出額

（農林水産省「令和５年度 市町村別農業産出額（推計）」）
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地域別１経営体当たりの乳用牛飼養頭数

生乳生産量の推移

(千t) (％)

■生乳生産量(千t) ●全道のシェア(%)

（ホクレン生乳受託実績）

販売農家数の推移

（農林水産省「2020農林業センサス」）

経営耕地面積の推移

■耕地面積 ▲経営体当たり経営耕地面積（根室振興局）
■経営体当たり経営耕地面積（全道平均）

（農林水産省「農林水産統計」、「2020農林業センサス」）

(ha) (ha)

（農林水産省「2020農林業センサス」）

耕種

175 千万円

( 1%)

肉用牛

288 千万円(3%) 生乳以外の乳用牛

971 千万円(9%)

生乳

9,386 千万円(85%)

その他,

253 千万円

( 2%)

11,073千万円

(頭)

道営事業費の内訳

（根室振興局調べ）（令和７年度執行見込分）

道営事業
2,930百万円
（22地区）

草地整備
1,456百万円
10地区

（49.7%）

農道整備
697百万円
９地区

（23.8%）

海岸保全
150百万円
１地区
（5.1%）

畑地整備
393百万円
１地区

（13.4%）

中山間
234百万円
１地区
（8.0%）

(戸)
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